




SDGs を意識し，持続可能な社会の構築の視点で意思決定できる生徒の育成         
—「多様なライフスタイル」を鍵概念とした中学校技術・家庭（家庭分野）の       




































































































































  2020 年 1 年生 180 人・ 
        2 年生 180 人  
●家族・家庭生活領域  





































































●テーマ「    」を設定する。(何が解決できるか？） 
●家族構成 3 か 4 人，班のメンバーで演じる。ただし中学生を含む。３分程度 




・事前アンケート（2 年生 8 月） 
・幼児のためのリメイク作品制作（夏休み） 
・心身の発達など（保育）の学習（9 月〜） 













Q.2030 年に SDGs５は達成できるか？ 























































































④ 学びが終わった後に，事後アンケート実施の他，目指す生徒像が育成できているか検証するため  
に，ラーニングオブジェクトの活用を検討したい。また，教師がより高い目標として，SDGs の達
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２年Ｃ組 家庭科 本時の学習指導案 
 
日時 2021 年 1 月 27 日（水） １，２校時  
                        岡山大学教育学部附属中学校 授業者 川上祥子 
１ 題材名：  
 教材名：「家族のシナリオをつくろう３」 
２ 題材で育成したい資質・能力 
  ・SDGs５（ジェンダー平等）を意識して意思決定できる力 
  ・家庭生活と地域との関わりについて理解する力。 
・家族との関りやこれからの自分の家庭生活について，工夫する力。 
３ 題材について 






   本校の生徒は，昨年度のＡ家族・家庭生活領域，私たちの成長と家族・地域の学習において，「（子
育て中の女性教諭）Ｂ先生の苦労と工夫」という教材（パフォーマンス課題）で家庭の役割や家庭
の仕事を支える社会（家事の外部化等）について学んだ。 
   また，Chromebook の一人一台使用については，10 月から 12 月の食生活領域において実践して
おり，慣れてきている。 
５ 本時の授業構造  







  （冬休み課題よりテーマを決定，モデルの生活を参考にシナリオづくり） 
第２時 Chromebook でスライドを作成 『セリフと共に，伝わりやすいような画像も取り入れよう』 
第３時 各班１名のシナリオを選び，班員で演じてクラスで共有 











●テーマ「    」を設定する。(何が解決できるか？）  
●家族構成 3 か 4 人。 ただし中学生を含む。（３分程度） 














７ 本時の学習活動                            






















































５ まとめ  
・各班の『解決する課題』を確認し，他クラスで出たテーマも知ることで，
多様な課題があることに気づく。 
・老人の介護問題では，「老人福祉法」を紹介する。 
・ふり返りは，classroom のフォームで提出する。 
・ブラッシュアップして，再提出することを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家族との関りや
これからの自分
の家庭生活につ
いて，工夫して
いる（思考・判
断・表現） 
【ワークシー
ト・スライド】
 
８ ルーブリック 
A 現代社会の課題をみつけ，中学生として，より良い家庭生活のためにできることをシナリオに表現
できている。また，家族の視点から多角的に捉え，台詞を工夫している。さらに，持続可能な社会の
一員としても考えることができている。 
B 現代社会の課題をみつけ，中学生として，より良い家庭生活のためにできることをシナリオに表現
できている。また，家族の視点から多角的に捉え，台詞を工夫している。 
C 現代社会の課題をみつけ，中学生として，より良い家庭生活のためにできることをシナリオに表現
できている。 
現代社会における家族・家庭生活の課題を解決できる家族のシナリオをつくろう！ 
－ 96 －
家庭 ８
英　語　科
生涯にわたり自ら学び続ける自律した学習者の育成
―生徒自身が PDCA サイクルを意識する単元・授業構成の改善―
